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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、「知識情報基盤」を知識情報社会を支える社会的装置と定義し、英国における知識情報基盤である





高等教育機関への補助金配分などを司る「高等教育財政審議会 (Higher Education Funding Councils)」や、
同じく政府と継続教育機関の間に位置する「学習技能審議会 (Learning and Skills Council)」によって発行
されている各種報告書を分析している。さらに、知識情報基盤JISCを支える存在として、社会的信頼を付託さ
れた情報プロフェッションの専門職団体である図書館・情報専門家協会 (Chartered Institute of Library and 
























 さらに、論文では知識情報基盤を社会的共通資本 (social overhead capital) のひとつとしてとらえて、社
会的共通資本は、市場原理になじむものではなく、また政府によって管理されるものでもないとし、社会から
信託を受けたプロフェッションが運営を行うものであるとしている。その上で社会的共通資本である知識情報
基盤が形成・維持されるには、知識情報基盤を支える情報プロフェッションが必要であるとし、知識情報基盤
形成・維持の第二の要因として、情報プロフェッションを取り上げ、主としてその制度について考察を進めて
いる。 
 以上のように、本論文は研究目的に対応した研究方法の的確さ、考察・論述の論理性の水準の高さ、求めら
れる緻密性の保持、考察結果の独創性等において特に優れた論文と評価することができ、その優れた研究成果
は、今後知識情報基盤について研究進めていく上で、寄与すること大である。よって、本論文の著者は博士（創
造都市）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
